
人
事
異
動

皇
室
事
項

平成™š年œ月™�日 木曜日 第œœ�™号官 報
答
弁
書
受
領

五
月
二
十
四
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
菅
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
六
月
五
日
投
票
の
青
森
県

知
事
選
挙
に
お
け
る
菅
内
閣
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
後
島
及

び
択
捉
島
に
お
け
る
軍
事
拠
点
の
構
築
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
日
米
安
保
共
同
宣
言
先
送

り
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
地
方
公
共
団
体
等
が
国
の

委
託
を
受
け
て
行
う
調
査
に
お
い
て
使
用
す
る
物
品
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
「
ふ
る
い
下
米
」
販
売
に

対
す
る
日
本
農
林
規
格
法
の
表
示
義
務
化
に
関
す
る
再

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関

す
る
法
律
の
適
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

報
告
書
受
領

五
月
二
十
四
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

交
通
安
全
対
策
基
本
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く

「
平
成
二
十
二
年
度
交
通
事
故
の
状
況
及
び
交
通
安
全

施
策
の
現
況
」
の
報
告

交
通
安
全
対
策
基
本
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く

「
平
成
二
十
三
年
度
交
通
安
全
施
策
に
関
す
る
計
画
」

の
報
告参

議

院

議
案
受
領

五
月
二
十
四
日
衆
議
院
か
ら
次
の
内
閣
提
出
案
を
受
領

し
た
。

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和

国
香
港
特
別
行
政
区
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
七
号
）

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
王
国
政
府
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件
（
閣
条
第
八
号
）

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ケ
イ
マ
ン
諸
島
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
九
号
）

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

バ
ハ
マ
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
〇
号
）

鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
閣
法
第
五

三
号
）

議
案
付
託

五
月
二
十
四
日
議
長
は
、
次
の
内
閣
提
出
案
を
委
員
会

に
付
託
し
た
。

水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
三
七
号
）

環
境
委
員
会
に
付
託

通
知
書
受
領

五
月
二
十
四
日
衆
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の

内
閣
提
出
案
は
、
同
院
に
お
い
て
こ
れ
を
可
決
し
た
旨
の

通
知
書
を
受
領
し
た
。

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の

促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

ま
た
、
同
日
衆
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を

奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の

促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

答
弁
書
受
領

五
月
二
十
四
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
礒
崎
陽
輔
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
原
子
力
災
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書
（
第
一
四
七
号
）

報
告
書
受
領

五
月
二
十
四
日
内
閣
か
ら
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
第

十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成
二
十
二
年
度
交
通
事
故

の
状
況
及
び
交
通
安
全
施
策
の
現
況
」
及
び
「
平
成
二
十

三
年
度
交
通
安
全
施
策
に
関
す
る
計
画
」
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
領
し
た
。

質
問
書
提
出

五
月
二
十
四
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
学
校
の
屋
外
活
動
制
限
の
基
準

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
競
技
力
の
向
上
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
馳
浩
提
出
）

検
察
の
在
り
方
検
討
会
議
に
よ
る
提
言
「
検
察
の
再
生

に
向
け
て
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
浅
野
貴
博
提
出
）

内

閣

内
閣
官
房
副
長
官

福
山

哲
郎

内
閣
府
副
大
臣

末
松

義
規

外
務
副
大
臣

伴
野

豊

農
林
水
産
副
大
臣

篠
原

孝

（
経
済
協
力
開
発
機
構
日
本
政
府
代

表
部
在
勤
）
特
命
全
権
大
使

Ö
川

元
偉

第
五
十
回
経
済
協
力
開
発
機
構
閣
僚
理
事
会
日
本
政
府
代

表
を
命
ず
る

期
間
は
平
成
二
十
三
年
六
月
九
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

農
林
水
産
審
議
官

山
田

修
路

経
済
産
業
審
議
官

岡
田

秀
一

外
務
審
議
官

西
宮

伸
一

（
経
済
局
長
）
外
務
事
務
官

八
木

毅

（
通
商
政
策
局
長
）
経
済
産
業
事
務

官

佐
々
木
信
彦

（
大
臣
官
房
審
議
官
（
経
済
財
政
運

営
担
当
））内
閣
府
事
務
官

井
上

裕
行

（
経
済
外
交
担
当
大
使
）
外
務
事
務

官

¢
上

慶
一

（
大
臣
官
房
国
際
部
長
）
農
林
水
産

事
務
官

山
下

正
行

（
大
臣
官
房
審
議
官
（
環
境
問
題
担

当
））経
済
産
業
事
務
官

関

総
一
郎

第
五
十
回
経
済
協
力
開
発
機
構
閣
僚
理
事
会
日
本
政
府
代

表
代
理
を
命
ず
る

期
間
は
平
成
二
十
三
年
六
月
九
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

（
以
上
五
月
二
十
四
日
）

財

務

省

（
北
海
道
財
務
局
総
務
部
長
）
財
務

事
務
官

佐
藤

秀
明

兼
ね
て
北
海
道
財
務
局
管
財
部
長
を
命
ず
る
（
五
月
十
三

日
）

〇
官
吏
死
亡

北
海
道
財
務
局
管
財
部
長
財
務
事
務
官
三
橋
万
年
和
は

平
成
二
十
三
年
五
月
十
三
日
死
亡
し
た

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

岐

阜

県

〇
監
査
委
員
選
任

伊
藤
正
博
委
員
及
び
矢
島
成
剛
委
員
は
、
四
月
二
十
九

日
任
期
満
了
し
、
欠
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
五
月
十
日
次

の
者
が
選
任
さ
れ
た
。

監
査
委
員

村
下

貴
夫

同

大
野

泰
正

愛

媛

県

〇
議
長
選
挙

西
原
進
平
議
長
は
、
四
月
二
十
九
日
任
期
満
了
し
、
欠

員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
五
月
十
一
日
次
の
者
が
選
挙
さ
れ

た
。

議
長

寺
井

修

〇
副
議
長
選
挙

岡
田
志
朗
副
議
長
は
、
四
月
二
十
九
日
任
期
満
了
し
、

欠
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
五
月
十
一
日
次
の
者
が
選
挙
さ

れ
た
。

副
議
長

竹
田

祥
一

〇
監
査
委
員
選
任

本
宮
勇
委
員
及
び
赤
松
泰
伸
委
員
は
、
四
月
二
十
九
日

任
期
満
了
し
、
欠
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
五
月
十
一
日
次

の
者
が
選
任
さ
れ
た
。

監
査
委
員

本
宮

勇

同

赤
松

泰
伸

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
第
六
十
二
回
全
国
植
樹
祭
に
御
臨
場
、
併
せ
て
地
方
事

情
を
御
視
察
の
た
め
、
五
月
二
十
一
日
午
後
零
時
十
五
分

御
出
門
、
同
県
へ
行
幸
啓
、
同
月
二
十
二
日
午
後
六
時
還

幸
啓
に
な
っ
た
。

な
お
、行
幸
啓
の
御
日
程
は
次
の
と
お
り
、変
更
に
な
っ

た
。

第
一
日

五
月
二
十
一
日

皇
居
（
乾
門
）
御
出
門

東
京
国
際
空
港
御
発

特
別
機

南
紀
白
浜
空
港
御
着

お
泊
所

紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

第
二
日

五
月
二
十
二
日

田
辺
市
立
美
術
館

新
庄
総
合
公
園
（
第
六
十
二
回
全
国
植
樹
祭
会
場
）

田
辺
市
立
美
術
館

田
辺
市
役
所

南
紀
白
浜
空
港
御
発

特
別
機

東
京
国
際
空
港
御
着

還
幸
啓

行
啓皇

后
陛
下
は
、
五
月
二
十
日
午
後
七
時
三
十
六
分
御
出

門
、「
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

第
六
百
三
十

回
定
期
演
奏
会
」
を
御
鑑
賞
の
た
め
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
（
港
区
）
へ
行
啓
、同
九
時
四
十
二
分
還
啓
に
な
っ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
五
月
二
十
五
日
ヨ
ル
ダ
ン
国
の
独
立
記

念
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
四
日
同
国
国
王
陛
下
へ
御
祝
電

を
発
せ
ら
れ
た
。
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